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■ 

南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ス
ト

サ
セ
ッ
ク
ス
の
小
さ
な
町
、
ペ
ッ
ト

ワ
ー
ス
に
あ
る
旧
ノ
ー
サ
ン
バ
ラ
ン

ド
伯
爵
家
（
現
・
公
爵
家
）
の
私
邸

「
ペ
ッ
ト
ワ
ー
ス
ハ
ウ
ス
」。
今
号
で

は
、
絵
画
や
彫
刻
が
ず
ら
り
と
並
ぶ

美
術
館
の
よ
う
な
同
邸
宅
を
征
く
こ

と
に
し
た
い
。

　

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
か
ら
車
で
約
２

時
間
、
公
共
交
通
機
関
だ
と
ナ
シ
ョ

ナ
ル
レ
ー
ル
と
ロ
ー
カ
ル
バ
ス
を

駆
使
し
て
や
は
り
２
時
間
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
軒
を
連

ね
る
小
さ
な
町
ペ
ッ
ト
ワ
ー
ス
の
中

心
に
、
今
回
訪
れ
た
「
ペ
ッ
ト
ワ
ー

ス
ハ
ウ
ス
」
は
建
っ
て
い
る
。

　

そ
の
起
源
は
古
く
、
か
つ
て
は
王

室
所
有
で
あ
っ
た
が
、
国
王
ヘ
ン

リ
ー
１
世
の
亡
き
後
に
元
王
妃
が
自

身
の
弟
に
贈
呈
。
彼
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
境
地

帯
を
収
め
る
有
力
貴
族
、
ノ
ー
サ
ン

バ
ラ
ン
ド
伯
爵
家
の
娘
と
結
婚
し
、

ペ
ッ
ト
ワ
ー
ス
ハ
ウ
ス
は
ノ
ー
サ
ン

バ
ラ
ン
ド
家
の
所
有
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
ノ
ー
サ
ン
バ
ラ
ン
ド

家
の
本
拠
地
は
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
「
ア
ニ
ッ
ク
城
」
で
あ
り
、
ペ
ッ

ト
ワ
ー
ス
ハ
ウ
ス
が
使
わ
れ
る
こ
と

は
多
く
な
か
っ
た
が
、
15
世
紀
後
半

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
１
世
の
時
代
、
カ
ト

リ
ッ
ク
を
信
仰
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
女
王
メ
ア
リ
ー
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
亡
命
し
て
き
た

こ
と
で
、
状
況
は
一
変
。
メ
ア
リ
ー

女
王
の
陣
営
に
つ
い
て
反
旗
を
翻
し

た
上
、
英
国
国
教
会
へ
の
改
宗
も
断

固
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
当
主
は
斬
首

刑
と
な
り
、
私
財
も
没
収
さ
れ
た
。

ア
ニ
ッ
ク
城
を
追
わ
れ
て
ペ
ッ
ト

ワ
ー
ス
ハ
ウ
ス
へ
封
じ
ら
れ
た
一
家

は
、
そ
れ
以
降
、
１
７
６
６
年
に
公

爵
位
を
得
て
再
び
ア
ニ
ッ
ク
城
へ
戻

る
ま
で
、
ペ
ッ
ト
ワ
ー
ス
ハ
ウ
ス
が

ノ
ー
サ
ン
バ
ラ
ン
ド
家
の
住
ま
い
と

な
っ
て
い
る
。

　

改
修
を
繰
り
返
し
て
建
物
が
現

在
の
姿
に
な
っ
た
の
は
、
そ
う
し

た
「
幽
閉
」
中
の
17
世
紀
後
半
の

こ
と
。
ノ
ー
サ
ン
バ
ラ
ン
ド
家
の
直

系
男
児
が
絶
え
、
一
族
の
娘
と
婚
姻

を
結
ん
だ
第
６
代
サ
マ
セ
ッ
ト
公
爵

は
、「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
」
へ
の

憧
憬
か
ら
ペ
ッ
ト
ワ
ー
ス
ハ
ウ
ス
を

フ
ラ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
を
取
り

入
れ
た
邸
宅
へ
と
改
築
。
そ
の
後
、

こ
の
サ
マ
セ
ッ
ト
公
爵
の
血
筋
に
あ

た
り
、「
美
術
品
コ
レ
ク
タ
ー
」
と

し
て
有
名
だ
っ
た
第
３
代
エ
グ
レ
モ

ン
ト
伯
爵
が
絵
画
や
彫
刻
を
次
々
と

収
集
し
、
ま
た
多
く
の
芸
術
家
の
パ

ト
ロ
ン
と
な
っ
て
資
金
援
助
を
し
た

こ
と
で
、
今
の
美
術
館
と
見
紛
う
よ

う
な
「
芸
術
の
館
」
が
完
成
し
た
。

　

エ
グ
レ
モ
ン
ト
伯
爵
が
支
援
し

た
中
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

が
、
19
世
紀
を
代
表
す
る
風
景
画

家
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｗ
・
タ
ー
ナ
ー
と
ジ
ョ

ン
・
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
だ
。
同
世
代
で

ラ
イ
バ
ル
関
係
で
も
あ
っ
た
両
者
だ

が
、
伯
爵
は
と
く
に
タ
ー
ナ
ー
を
可

愛
が
っ
た
。
伯
爵
の
招
き
で
タ
ー

ナ
ー
は
た
び
た
び
同
屋
敷
に
滞
在
し

て
各
部
屋
や
周
辺
風
景
を
描
い
て
お

り
、
そ
の
一
部
は
ペ
ッ
ト
ワ
ー
ス
ハ

ウ
ス
に
も
飾
ら
れ
て
い
る
。
展
示
さ

れ
て
い
る
彼
の
絵
を
見
る
と
、
現
在

と
ま
っ
た
く
同
じ
室
内
の
様
子
が
見

て
取
れ
る
も
の
の
、
作
品
の
中
に
描

か
れ
た
絵
画
の
方
が
か
な
り
色
鮮
や

か
。
実
は
こ
の
色
彩
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
あ
り
、
今
目
に
し
て
い
る
絵
は

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
タ
バ
コ
な
ど
の
煙

に
よ
っ
て
、
２
０
０
年
の
時
の
流
れ

の
中
で
汚
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態

な
の
だ
と
い
う
。

　

昨
年
の
分
も
ま
と
め
て
夏
が
や
っ

て
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ

ど
、
日
差
し
の
強
い
夏
日
が
続
い
て

い
る
英
国
。
フ
ラ
イ
ト
の
キ
ャ
ン

セ
ル
も
多
く
、「
せ
っ
か
く
日
常
が

戻
っ
て
来
た
の
に
、
今
年
も
英
国
に

閉
じ
こ
も
り
か
…
」
と
夏
の
予
定
が

ぽ
っ
か
り
空
い
て
し
ま
っ
た
人
は
、

ぜ
ひ
ペ
ッ
ト
ワ
ー
ス
ハ
ウ
ス
ま
で
足

を
延
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。
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ペットワースハウスを征く
ターナーも滞在した「芸術の館」
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▲ The North Gallery／北ギャラリー
美術品コレクターだったエグモント伯爵によって、収集した絵画や彫刻作品を展示するギャラ
リーとしてつくられた部屋。ターナー、ヘンリー・フュースリ、ウィリアム・ブレイクなど、英
国絵画が多く飾られている。

▲ The Somerset Room／サマセット・ルーム
邸宅を現在の姿へと変えた第６代サマセット公爵の名前にちなんだ部屋。彼が収集したティツィ
アーノやクロード・ロランなどの絵画が飾られている。当時は隣の「The Square Dining Room」と
つながった大広間だったが、のちに２つに分けられた。

▲ The Grand Staircase／大階段
1714年の火災後につくられた階段。壁画に描
かれている黄金の馬車に乗った女性は、第６代
サマセット公爵の妻で、この屋敷の「正式な主
人」は彼女であることが示唆されている。

▲ The Carved Room／彫刻の間
木彫装飾を得意とする彫刻家、グリンリング・ギボンが手がけた部屋。
彼の素晴らしく繊細な腕前は、「外を通る馬車の振動で壁に飾られた木
彫りの花が揺れる」とまで言われた。

Petworth House & Park
ペットワースハウス

Petworth, West Sussex, GU28 9LR
Tel: 01798 342207 
www.nationaltrust.org.uk/petworth-house-and-park

上記写真４点とも © National Trust Images/Andreas von Einsiedel

アッパー池
Upper Pond

Petworth House Car Park

入口

入口

ペットワースハウス

ノ
ー

ス
・

ス
ト

リ
ー

ト

pulborough駅 へ→

バス停

ホーシャム・ロード

 開館時間
〈夏季〉ハウス　10:30 ～ 16:30
〈冬季〉ハウス　10:30 ～ 15:30

※ The Deer Park は 8:00、
　 The Pleasure Garden は 10:00 開園

入 場 料  ￡16
アクセス 〈電車〉  プルボロー（Pulborough）駅から１番バスに乗り15 分、Market Square で下車
 〈車〉ロンドン中心部から約２時間

※ 2022 年７月 19 日現在
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　18世紀半ばにブレナム宮殿やチャツワースといった、英国きっ
ての名邸宅の庭園を設計した造園家、ランスロット・"ケイパビ
リティ "・ブラウン（Lancelot "Capability" Brown）。英国の風景
を一変させたといわれる人物で、生涯に手がけた庭園数は 170
超。造園の依頼を受けてカントリーハウスやマナーハウスを訪れ
ると、どんな庭でも開口一番、「さらに素晴らしい庭にできる『ケ
イパビリティ（可能性、将来性）』がある」と言うのが彼の口癖で、
ここからニックネームがつけられた。
　なだらかな起伏の芝生地帯、茂み、木立、盛土、そして小川を
せき止めてつくる湖水などが絶妙のバランスで配置され、周辺に
広がる田園風景をも調和させた１枚の風景画のような風景式庭園
（landscape garden）」が得意。ペットワースの庭園も彼が手がけ
ている。

プレジャーガーデン（The Pleasure Garden）に人工的につくられた丘の上に建つ、
古代ギリシャのイオニア式ロタンダ（円形建物）。

ペットワースハウスの西側に広がる、広大な鹿庭園（The Deer Park）につくられた人工の池。鹿のフンが散
乱しているので、足元にはご注意を。

　　　　       過去の特集記事はコチラから →

「 造園の魔術師　ケイパビリティ・ブラウン」

ケイパビリティ・
ブラウンの

英国式風景庭園

ゆったり
自然美を楽しむ


